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このコーナーは、広報編集員
 　橋本　麗奈 が担当しました。

絵画のような花屋を訪ねて絵画のような花屋を訪ねて
～東京・下北沢から地元・八戸へ～～東京・下北沢から地元・八戸へ～

水紋水紋水紋

  命を扱う仕事

　長者1丁目の築40年程のレトロなカフェは、昨年の6月に花屋に生まれ変わった。店名は「milcah」（ミルカ）。
中に入ると薄暗い雰囲気に映えるカラフルな花たち。まるで童話や絵画の中に入り込んだような不思議な世界観
が広がっている。店主でデザイナーの山田英輔さんにお話を伺った。

店内の雰囲気は下北沢時代とあまり変わらない

　師匠から「花屋は花の命を扱う仕事、バラの花1
本でも命がある。命のやり取りをしていると思え」
と仕事への覚悟も教わった。だからこそ「命を扱う
ので、花を何よりも第一に考えた、花が主役になる
お店にしたかった」と山田さん。

              

・ 冬は種類を間違えなければ花の持ちがよく、水 
  が濁りにくい季節。ランなどの寒さに弱い南国  
  の花は、あたたかな空間で飾ってあげるように。

・夏はこまめに水を替えると長持ちする。

・これからガーデニングをはじ
   める方は、雪が解け始める
   3月下旬頃に球根を。
   成長が楽しみですよ。

「水」の管理で花を楽しもう！

  花屋になるまでの道のり

　山田さんは八戸市出身、花屋の家に生まれたもの
の、できる限り花屋にはなりたくなかったんだそう。   
　大学2年生の時フランスに留学した際、パンを買
うついでに花を買ったり、庭の花を切ってテーブル
に飾ったりと、花がフランス人の生活に溶け込む様
子を見て「花って面白いな」「そういう感覚って素
敵だな」と意識が変化。
　帰国後すぐに中目黒の有名店へ。６年間の厳しい
修行の後、2011年11月に独立。半年間の路上販売
を経て、下北沢にお店をオープンさせた。

  花屋になるまでの道のり

  地元だからできること

　現在は、東京時代のお客さんからも注文があり、
旅行がてら今のお店を訪ねてきたことも。

　「東京は物が全国から集まる。物流は雲泥の差だ
が、田舎には田舎の強みがある」と山田さん。「花
や野菜の農家とつながりたい。例えば、規格外の野
菜をアレンジメントに加えたり、山に育つ植物を採
集させてもらったり。身近にある植物を活かし、東
京の花屋に負けないものをどう作れるかが自分への
挑戦」この想いが帰郷へとつながった。

　帰郷2年目の今年のテーマは「ブリューゲル」。
毎年好きな画家をピックアップし、色合いや印象を
追求している。ゆくゆくは後進を育てたいと話す山
田さん。柔らかな雰囲気から生まれる力強く色鮮や
かな作品の数々、一度お店をのぞいてみては？


